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フランスの 環境、健康、居住性に関する建築資材の

性能データベース

INIES
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内容

建築資材の環境、健康、居住性に関する情報に対する
フランス建設業界のコミュニケーション戦略

INIESの創設

INIES の現在と今後
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EPD とエコラベル

製品単位における環境面の情報 - 伝達に2つの方法

エコラベル (ISO 14021)
タイプIII環境宣言、別名「環境製品宣言(EPD)」 (ISO 14025)

フランスの建設業界 - 建築資材製品の環境面の影響を
伝達する方法としてEPDを選択

19th Japan-France Building Colloquium, November 15th, 2006 PAGE 4

エコラベルではないのはなぜ ?

エコラベルは、業者から消費者に向けたコミュニケーション。仏建築業
界は、業者間の情報伝達にも有効な方式を希望

エコラベルはライフサイクル評価を部分的にしか取り入れていない。
仏建築業界は完全なライフサイクル方式を希望

エコラベルは政治的、業務的にある程度の妥協が必要。 仏建築業

界は完全に科学的な方式を希望

エコラベルでは情報項目に優先順位が設定できない。 仏建築業

界はプロジェクトの趣旨に添って情報提供が可能な方式を希望（優劣
順位の設定可能な複数規準方式）)

エコラベルは製品を善(グリーン)と悪(ブラック)に大別する傾向にあり、

仏建築業界に拒否された
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EPDの採用

EPDは仏建築業界にとって、建築関連製品の環境宣言を

行うための規格となると判断

製造業者が共通のルールの下で、各自の建築関連製品の
環境、健康、居住性における性能を宣言できるようにする規
格を追及

NF P01-010として 2001年に規格発行。2004年に見直し
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仏EPDの内容－概略

建築関連製品全体に共通する製品分類規則

ISO14020 シリーズ (製品の環境性能表示)および
ISO14040 シリーズ (ライフサイクル評価)から多くを引用

完全なライフサイクル方式（「ゆりかごから墓場まで」）
生産 (原材料採取、輸送、製造)
輸送 (工場から建築現場まで)
建物への施工

建物での使用 (保守含む)
ライフサイクル終結

リサイクル性、使用によって生まれる省エネ、データ品質、
EPDの第三者検証などに関する一般規定
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仏EPDの内容 –　環境面

環境に対する影響をライフサイクル全体で製品の機能単位（FU)で
算出(例：床材1㎡あたり)

資源消費量

消費水量

水、大気、土壌への排出物

一般廃棄物

FUベースの環境に対する影響指標
一次エネルギー消費量 (再生可能および再生不可能エネルギー（MJ)
気候変動 (地球温暖化の促進性を二酸化炭素キロ換算で表示）

酸性雨 (二酸化硫黄キロ換算で表示)
その他
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仏EPDの内容　–　健康面

健康リスク評価データのすべてが関連

製品の製造工程で意図的に使用される有害物質量

水、大気、土壌に排出される化学物質に関するデータ

電離放射線の放出に関するデータ

微生物繁殖に関するデータ

室内空気に対するVOC 放出 - 現在最大の関心点
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仏EPDの内容　–　居住性

次に関する性能の宣言によって居住性に対する各製品の
貢献度を示す

夏冬の体感温度

聴覚的

視覚的

嗅覚敵

設計士は、これらデータすべてを利用して、建物の居住性を
建物全体として評価する。
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P01-010規格の試行結果

2001 - 2004年に約 50件の EPDを発行

EPD利用者からの批判

入手しづらい (要請ベースで一般公開されたデータベースに
なっていない)
複雑すぎる

製造側からの批判 - EPDが市場で活用されておらず、

環境への取り組みが経済効果をもたらしていない



6

19th Japan-France Building Colloquium, November 15th, 2006 PAGE 11

INIESの創設

市場の要求に対応 – 2004年にINIES創設を政府決定

現在 – フランスにおける建築製品EPDの基本データベー
スと みなされるに至る

仏住宅省主導の運営委員会を設立 – INIESの内容にお

ける責任と倫理を監督

製造業者とCSTB主導による技術委員会を設立 –
INIESのデータベース運営管理問題を担当
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INIES の機能

INIESは2004年以来公共データベースとして機能

利用者 - データを無料で入手

製造業者 － データを無料で入手 (書き込み権なし)
一般公開を維持するための資金源

仏住宅省

ADEME (仏エネルギー環境庁)
CSTB
AFNOR
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現行INIES のコンテンツ

EPD対象製品 (2006年10月現在で約60件)
コンクリート、土器、漆喰、プラスチック、木材、鉱物繊維、鉄関
連製品

環境および健康面に関する説明

環境用語集

よく出る質問（FAQ）
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INIES コンテンツ : EPD 事例

No. 単位

1  エネルギー消費

 一次エネルギー総計 MJ/FU (a)
 再生可能エネルギー

 非再生可能エネルギー

2  資源消耗率（ADP) kg アンチモン相当/FU

3  消費水量総計 Litre/FU

4  固形廃棄物 kg/FU

 回収廃棄物総計

 廃棄物軽減

 危険廃棄物

 非危険廃棄物

 不活性廃棄物

 放射性廃棄物

 環境に対する影響
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INIES コンテンツ : EPD 事例

表1 : 仏 EPD環境影響指標 (NF P01-010より)
FU = 機能単位 (環境評価が行われた製品数量 – 壁、敷地面積など)

No. 単位

5  気候変動 kg CO2 相当量/FU

6  大気酸性化 kg SO2 相当量/FU

7  大気汚染 (b)  m
3
/FU

8  水質汚染 (b)  m
3
/FU

9  成層圏オゾン層破壊 kg CFC-R11 相当量/FU

10  光化学反応性オゾン kg エチレン相当量/FU

 環境に対する影響
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第一次試行結果

主に建築士、設計士、学生、研究者、消費者が利用

合計約4000人 (2006年10月現在)。常時利用者約100名

利用者の第一の関心 - 健康と居住性

利用者の希望
EPDが少ない

建物レベルでEPDを利用するツールがほしい
(建物の環境面からの設計)
「検証済み」の情報

公共データ



9

19th Japan-France Building Colloquium, November 15th, 2006 PAGE 17

INIESの今後 - 利用者の希望に応える

EPDの増大 : INIES関係者から市場でEPDの需要が増

大するよう働きかける

設計ツール : INIESを設計ツールと組み合わせ、 EPDの
利用拡大を図る。すなわち市場からのEPD需要が拡大

する

検証された情報 : INIESを AFNOR の独立第三者機関

検証制度とリンクする

データの一般公開 : INIES関係者間で費用を分担し、

データベース無料アクセスの長期確保に努める
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INIESの今後- 他の要請に応える

2006年末にINIES英語版を提供。国際的な展開を図る

INIESデータの互換性を拡大。設計ツールにおける利用

性を高める

EPDの記載する環境、健康、居住性情報が製品ユーザ

にも理解しやすくなるよう、新機能を開発する
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結論

フランスにおける建築関連製品の環境、健康、居住性に
関する情報伝達の試み – 以下を実証

市場には建築製品の環境、健康、居住性情報に対する需要が
存在し、EPDは良好な対策であると思われる。INIESデータベー

スこそ、市場の環境情報需要に対する第一の答えとなると考え
られる

いかなる建築関連製品も、共通のルールに則ってEPDを作成し

うる

EPDは建物レベルの評価にこそ有効。建物評価ツールは（設計
段階を含めて、建設の各段階毎に）EPDを正しく活用しなくては

ならない


